















PRATICAL STUDY OF MAKING WOODEN HOUSE IN HEADWATER AREA 








The resources of headwaters-area are indispensable in order to live. The purpose of  this paper  is to 
consider about my approach in Kosuge village and to report effects concerning it. With studying various 
ways to resolve problems attendant on surroundings, such as communities, forests and architecture-related 
education, I achieved the effects.  The approach was named 'EN NO IE project'. It involves work for making 
wooden houses.  Kosuge village in Yamanashi prefecture is the place where Tamagawa river starts. 


















































①方向性の確定 ２０１０年４月 ～１０月 
② 切り出す木の選定  ２０１０年１１月 
③ 切り出す木の決定  １１月 
④ 切り出し      １１月９．１０日 
⑤製材準備         
２０１０年冬（乾燥） 
１２月２５日（小菅→奥多摩へ）      写真1．森林ボランティアの様子 
⑥ 基本計画     
～２０１１年 7月１５日 （敷地決定） 
⑦ 基本設計        ７月 
⑧ 実施設計      ８月上旬 
⑨製材や施工の打ち合わせ        
５月２７日（講師と打ち合わせ） 
６月１４日（プラン提案） 
７月１５日（土地の借用交渉）        写真2．奥多摩演習林にて製材                  
７月２６日（製材打ち合わせ）  
８月１８日（材料打ち合わせ）       
８月２２日（土地交渉）                           




８月７、８日（製材）                      写真３．建て方の様子 
１５，１６日（製材・プレーナー） 
８月２２日（敷地草刈） 
⑪ 制作           
８月２７日～３０日                
（杭づくり、遣り方、墨付け、加工、床板張り） 
９月１３日～１５日 
（加工・床板調整、竹取、建て方）                       
９月１８日（節取りワークショップ）          写真４．柱の欠き込み 
２５日（建て方） 




  ２１日（しつらえ） 
１０月２８日～２９日（しつらえ） 
⑫ 上棟式          １０月９日（もちもちと呼ぶ） 
⑬ 完成           １０月２９日                  写真５．使用例 






































































































































































































































































































1)平成 21 年度 森林・林業白書 林野庁 














     
写真６．冬の「縁の家」外観
写真７．「縁の家」の内観
図 4．結果の相乗効果
①建築・環境の実践的な学習プログラムの確立 
②大学における建築教育のカリキュラムの軌道修正 
③実習環境の整備 
④大学コンソーシアム（※３学校の団体連合）の検討 
①建築・環境の実践的学習のプログラムの確立 
・研究室を中心とした学生有志での継続的取り組み 
・資金面での改善（金銭面での仕組みづくり） 
・教育側の協力 
・村の方との協力関係の構築 
②大学における建築教育のカリキュラムの軌道修正 
・現状での課題整理とそれへの対策の検討 
・短期・中期・長期的プランの作成 
③実習環境の整備 
・学習環境・設備・道具の充実 
・課題についての対策の実行 
④大学コンソーシアムの検討 
・大学コンソーシアムの計画 
・試行プログラムの実行 
図 5．大学コンソーシアム構想
（源流大学職員への聞き取り調査より）
表 ９．今後の方向性の具体的な例 
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